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概 要
急性期脳梗塞などの脳血管障害や，脳腫瘍などの診断に利用されている apparentdiffusion coefficient (ADC)値を，
DICOM形式の ADCマップ画像から汎用のパーソナルコンピュータを利用して求めることを検討した．濃度の異なるゼ















ータの 1つとなっている． ADC値の計測は MRI装置
に搭載された専用の解析用ソフトウェアで行われるの
が一般的である． しかし，短大では MRI装置がない
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の MRI装置で得られた DICOM (Digital Imaging 
and Communications in Medicine)形式の ADCマ
ップ画像から汎用のパーソナルコンピュータ （以下パ
ソコン）を利用して ADC値を読み取る こと を可能に
することである．その方法として，拡散状態の異なる
数種類の濃度のゼラチン溶液ファントムの MRI画像
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図 1 拡散強調画像のパルスシーケンス (SE法）
(a) (b) 









において， 180゚パルスを印加する前後に MPG(motion 
probing gradient)パルスを加えることで緩和時間の
違いによる影轡を抑え，拡散の影響だけを強く反映し
た画像を撮影することができる 3) （図 1)．ここで印加
される MPGパルスは双極傾斜磁場でプロトン原子核
スピンの位相の乱れを検出する働きをしており， MGP
パルスの強度と印加時間を要約した係数を b-value (b 






















図 2(a)に MRI用ファントム (MODELMRI/DLX 
-1 (Data Spectrum社））の外観を示す．このファン
トムは試料測定部に21本 (1組 7本で 3組で構成）の
試料びんを挿入できる構造になっている（図 2(b)）．こ
の試料測定部に， ADC値を数段階に変化させるために
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ァントム試料測定部における各濃度の試料びんの配置
図を図 3に示す．
撮影に使用した MRI装置は SIGNAHorizon LX 
1. 5T Echospeed (GE社製）である．撮影シーケンス
は SingleShot EPI (SE)で TR(repetition time : 
繰り返し時間） ＝5500msec, 実効 TE(echo time:工
コ一時間）＝97. 5 msec, BW  (bandwidth :バンド幅） ＝ 
97kHz, NEX (number of excitations :画像加算回
数） ＝1, FOV (field of view :撮影領域）26cm, Slice 










次に MRI装置で作成した ADC マップ画像を，
DICOM 通信ソフトウェアである POP-Net plus 
(Image one社製）を使用して DICOM形式ファイ
ルで汎用のパソコン (PowerMac G 4 (Apple社製）
に取り込み，画像表示ソフトウェア Osirisver. 4. 071（以























断像）とその ADC値測定の ROIを示す． また，表
2に各 ROIのADC値， DICOM形式画像の画素値お
表 1 ゼラチン溶液の濃度と ADC値
ゼラチン濃度 1組 2組 3組
0% 0 00220 0 00221 0.00222 
5% 0 00201 0 00202 0.00194 
10% 0.00182 0.00183 0.00182 
15% 0 00165 0 00165 0.00170 
20% 0.00150 0.00150 0 00157 
25% 0 00140 0 00139 0.00141 
30% 0.00134 0 00133 0.00131 
(m'/sec) 
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図 4 DICOM形式で転送されたゼラチン溶液ファントムの ADCマ
ップ画像と測定 ROI
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表 2 functool 2000で測定した頭部 ADCマップ画像の ADC値と DICOM形式 ADC
マップ画像の画素値から測定した ADC値
ROI No ADC値 画素値 換算後のADC値
1 0 000710 697 0. 000711 
2 0.000680 669 0.000684 
3 0.000504 485 0.000503 
4 0.000600 586 0.000602 
5 0.000624 607 0.000623 
6 0.000638 620 0 000636 
(m'/sec) （雷／sec)
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